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0. 本講の目的

(手法面）

- 典型的なネットワーク産業である電気事業の

地域別需給と電源構成の問題を理解する

→ ミクロ経済学･空間経済学のエネルギー

分野への応用例の１つ

(内容面)

- 地域別電力需要と地域別の電源構成問題を

理解する
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1.  電力需給概観

1-1. 地域別最大電力需要(kW)

→ 近年最大電力は都市部を中心に停滞傾向
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1.  電力需給概観

1-2. 月別最大電力需要(kW)

→ 最大は 7,8月、最小は 4,5,9月で固定化傾向

4



1.  電力需給概観

1-3. 用途別電力量需要(kWh)

→ 家計(電灯)を中心に堅調増だったが減尐に
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1.  電力需給概観

1-4. 地域別電力量需要(kWh)

→ 東京を中心に単調増であったが減尐に転換
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1.  電力需給概観

1-5. 燃料別燃料費推移

→ 2005年度からの原油高で燃料費格差は拡大

2009年度実績(発電効率)

原油 ¥1183/GJ

～ ¥11.8/kWh (36.0%)

LNG ¥ 875/GJ

～ ¥ 6.6/kWh (47.5%)     

石炭 ¥ 399/GJ

～ ¥ 3.6/kWh (40.0%)
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2.  地域別電力需給(1) 関 東

2-1. 首都圏連系送電系統(’09･概要)
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2.  地域別電力需給(1) 関 東

2-2. 東京電力燃料別稼動率･発電設備容量推移

→ 原子力のトラブル･震災など 2002年度以降

石油火力の稼働率が再上昇(⇒費用負担増)
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2.  地域別電力需給(1) 関 東

2-3. 東京電力発電電力量･用途別需要推移

→ 原子力･LNG火力で石油を置換してきたが、

原子力のトラブル･震災などで石油を温存へ
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2.  地域別電力需給(1) 関 東

2-4. 首都圏送電系統(被災直後)
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2.  地域別電力需給(1) 関東

2-5. 東京電力と東日本大震災の影響

→ 福島第一･二原発以外に石炭火力も多数被災、

需給が逼迫し当初｢計画停電｣を実施
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東京電力の水力発
電は大部分が揚水
式発電のため供給
力に加算不可



炭

3.  地域別電力需給(2) 東北

3-1. 東北連系送電系統(‘09 概要)
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3.  地域別電力需給(2) 東北

3-2. 東北電力燃料別稼動率･発電設備容量推移

→ 原子力･石炭火力で石油を着実に置換し

さらに 2000年度頃から一部を東京へ送電
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3.  地域別電力需給(2) 東北

3-３. 東北電力発電容量構成･最大需要電力推移

→ 原子力･石炭火力で石油を着実に置換し

さらに 2000年度頃から一部を東京へ送電
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3.  地域別電力需給(3) 東北

3-4. 東北送電系統(被災直後)

炭
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3.  地域別電力需給(2) 東北

3-5. 東北電力と東日本大震災の影響

→ 太平洋岸の原子力･火力発電が全て被災し、

需給逼迫により限定的に｢計画停電｣を実施
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東北電力の水力発
電は大部分流下･
貯水式で供給力に

加算可



4.  地域別電力需給(3) 中部

4-1. 中部電力燃料別稼動率･発電設備容量推移

→ LNG･石炭火力で石油を着実に置換

原子力発電比率は東京･関西より小
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4.  地域別電力需給(3) 中部

4-2. 中部電力発電電力量･用途別需要推移

→ 産業用需要の比率が高く、景気動向に応じて

需要の変動が大(⇒原子力を導入しにくい)
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4.  地域別電力需給(3) 中部

4-3. 中部電力と｢東日本大震災｣の影響

→ 浜岡原子力発電所の停止により、需給逼迫化

東京に融通する余力がない状態に
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中部電力の水力発
電も供給力加算可



5.  地域別電力需給(4) 関西･九州

5-1. 関西電力燃料別稼動率･発電設備容量推移

→ LNG･石炭火力で石油を着実に置換

原子力発電比率高いが稼動率は比較的安定
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5.  地域別電力需給(4) 関西･九州

5-2. 関西電力発電電力量･用途別需給推移

→ 需給構造は東京に似ているが、原子力比率が

高く天然ガス･石油比率が低い
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5.  地域別電力需給(4) 関西･九州

5-3. 九州電力燃料別稼動率･発電設備容量推移

→ LNG･石炭火力で石油を着実に置換

原子力発電比率高いが稼動率は極めて安定
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5.  地域別電力需給(4) 関西･九州

5-4. 九州電力発電電力量･用途別需給推移

→ 需給構造は東北に似ているが、原子力比率が

高く天然ガス･石油比率が低い
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(参考） 国内連系送電系統 (2009年度末)

中 国

中 部
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北海道

東 北

東 京

6000

MW

北海道
最大電力 5686 MW

発電容量 7418 MW

東 北
最大電力 14516 MW

発電容量 16550 MW

600MW 海底
(直流･電発)

東 京
最大電力 54496 MW

発電容量 64487 MW

1000MW

100MW(中部)*

300MW(電発)

600MW(東電)

* 中部電力新清水周波数変換設備は 300MWの設備容量が完成しているが、送電線の制約から 100MWで部分運用中である
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北 陸
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北 陸
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中 部
最大電力 24327 MW
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最大電力 28178 MW

発電容量 34320 MW

四 国
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九 州
最大電力 16653 MW

発電容量 20024 MW

四 国
最大電力 5422 MW

発電容量 6665 MW

50Hz供給区域･系統
60Hz供給区域･系統
直流送電系統
周波数変換設備

沖
縄


